
戦
後
80
年
の
歴
史
を
刻
み
終
え
よ
う
と
し
て
い

た
昨
年
暮
、
76
歳
の
私
は
相
方
と
原
爆
慰
霊
の
旅

と
し
て
初
め
て
広
島
を
訪
れ
た
。

史
上
初
め
て
落
と
さ
れ
た
一
発
の
原
子
爆
弾
は
、

地
上
6
0
0
ｍ
で
爆
発
し
、
20
万
を
こ
え
る
人
々

の
生
命
を
奪
い
、
半
径
2
㎞
に
及
ぶ
市
街
地
を
廃

墟
に
変
え
た
。

広
島
駅
か
ら
路
面
電
車
に
乗
り
20
分
、
原
爆

ド
ー
ム
前
で
下
車
。
初
め
て
目
に
し
た
ド
ー
ム
の

前
に
立
ち
お
疲
れ
様
と
呟
い
た
。
80
年
間
風
雨
に

耐
え
、
思
い
を
宿
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

生
け
垣
に
囲
ま
れ
た
ド
ー
ム
の
中
は
崩
れ
落
ち

た
建
物
の
ざ
ん
さ
が
ひ
し
め
い
て
い
た
。

南
に
進
む
と
学
徒
動
員
さ
れ
尊
い
命
を
失
っ
た

約
6
千
人
を
祀
る
慰
霊
塔
が
そ
び
え
て
い
た
。

作
業
に
打
ち
込
ん
で
い
る
様
子
を
刻
ん
だ
彫
刻

に
涙
が
流
れ
た
。

平
和
記
念
公
園
は
8
月
6
日
平
和
記
念
式
典
会

場
と
な
る
広
場
、
平
和
記
念
資
料
館
が
揃
う
。

館
内
に
は
、
原
爆
に
よ
り
瞬
時
に
変
わ
っ
た
状

況
、
被
爆
し
た
人
々
の
苦
し
み
、
焼
け
こ
け
た
衣

類
な
ど
リ
ア
ル
な
写
真
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
た
。

以
前
、
松
本
市
の
声
楽
家
狭
間
壮
さ
ん
が
歌
っ

た
「
一
本
の
鉛
筆
」
と
い
う
歌
が
胸
に
浮
か
ん
だ
。

♪
一
本
の
鉛
筆
が
あ
れ
ば
戦
争
は
い
や
だ
と
私

は
書
く
（
略
）
一
本
の
鉛
筆
が
あ
れ
ば
8
月
6
日

の
朝
と
書
く　
一
本
の
鉛
筆
が
あ
れ
ば
人
間
の
い

の
ち
と
私
は
書
く
♪�

（
三
澤　
深
）

老
夫
婦
の
修
学
旅
行

https://fb.me/hirookakouminkan

広丘公民館の最新情報は
Facebook ページをご覧ください。

https://fb.me/hirooka4bunkan

広丘４分館
Facebook ページ

公 民 館 報
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　広丘小学校体育館を会場に多くの人が足を運んでく
れた広丘地区文化祭音楽祭。各エリアでさまざまな催
しを企画しました。
　体育館前では、塩尻警察署による警察車両の展示や
シニアカーの試乗会。２階ではカフェてらすや手芸ワ
ークショップがあり、思い思いに過ごす人の姿がみら
れました。
　展示発表ではさまざまな作品が並び、見る人を魅了
していました。
　ステージ発表では、日頃の練習の成果を精一杯発揮
し、観覧者を巻き込んで楽しく発表する姿が多くみら
れました。最後は、初の試みである「シャトルラン大
会」。子どもの参加が多かったですが、中には子ども
が頑張る姿を見て参加したというお父さんも。子ども
からの声援を受けて精一杯頑張る様子がありました。

○ステージ
長野県警察音楽隊 /広丘小学校吹奏楽部・合唱部
広陵中学校吹奏楽部 /まつかぜコーラス
コーラスコスモス /広丘太極拳自主サークル
都市大塩尻高校書道部 /ひだまりハーモニー
塩尻フォークダンスサークル「ピポット」

○展示
広丘小学校 /桔梗小学校 /広陵中学校
丘中学校 /ひろおかキッズ /カリヨン俳句会
キャンディポップ /サルビア会 /広丘短歌会
塩尻短歌館協力会 /野の花会 /無空道
広丘４分館

出演・出展団体

手芸ワークショップ

都市大塩尻高校

ノンアルカクテルの販売

桔梗小学校

広丘小学校

丸山祥司写真展

広丘短歌会

広陵中学校

公民館ブース

ひろおかキッズ

広丘ヘルスアップ委員会



　広丘公民
館の秋の一

大イベント
を開催しま

した。今年

の来場者数
は過去最多

の延べ1,46
0人。多くの

方に作品

や音楽、さ
まざまな催

しを楽しん
でいただき

ました。

広丘小学校合唱部

広陵中学校吹奏楽部

コーラス・コスモス

まつかぜコーラス

広丘太極拳自主サークル

シャトルラン大会

広丘小学校吹奏楽部

長野県警察音楽隊

塩尻フォークダンスサークル「ピポット」

ひだまりハーモニー

綿あめのふるまい



－広丘の昆虫と植物－
その４　春の生き物

写真・文　野溝美憲さん（原新田）

早春のスプリングエフェメラルについてはその２
で触れましたので、今回はそれに続いてみられる
植物や昆虫を紹介します。春は黄色の花が多いの
ですが、あえて黄色以外の花を選びました。昆虫
はまだ少ない時季になります。成虫で冬越しした
昆虫が芽吹いた植物に産卵する季節でもあります。

ヒメフウロスノードロップゴウダソウハナイカダ

アザミウマ sp.アムールシロヘリナガカメムシブチヒゲカメムシモモブトカミキリモドキトラフコメツキ

サクラソウ ハナズオウアセビコンロンソウアマドコロ

短歌のふるさと・広丘で、大きな功績を残した歌人がまたひとり旅立たれました。川上みよ子さん（100歳・
原新田区）。川上さんに多大な影響を受けた一人である塩尻短歌館指導員の藤森円さんに、川上さんの在り
し日のお姿をしのび思いを寄せていただきました。

広 丘　 　特別版〈後編〉

み
よ
子
さ
ん
と
過
ご
し
た
春
の
一
日

　

原
新
田
短
歌
会
で
の
み
よ
子

さ
ん
の
ご
指
導
は
、
と
て
も
優

し
く
か
つ
実
に
的
確
な
添
削
を

し
て
く
だ
さ
り
、
添
削
の
核
心

部
分
を
数
多
く
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

15
年
ほ
ど
前
だ
っ
た
か
、
息

子
た
ち
が
春
休
み
だ
っ
た
あ
る

日
、
北
部
公
園
へ
散
歩
に
出
か

け
る
途
中
で
、
手
押
し
カ
ー
ト

で
帰
宅
途
中
の
み
よ
子
さ
ん
に

会
い
ま
し
た
。
息
子
た
ち
を
先

に
行
か
せ
て
、
私
と
み
よ
子
さ

ん
と
二
人
で
北
部
公
園
に
向

か
っ
て
ゆ
っ
く
り
散
歩
を
し
ま

し
た
（
ち
ょ
っ
と
し
た
⁉
年
の

差
デ
ー
ト
）。
春
の
暖
か
い
日

差
し
を
浴
び
な
が
ら
、
み
よ
子

さ
ん
か
ら
多
く
の
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
よ

子
さ
ん
の
生
い
立
ち
、
普
段
の

生
活
、
短
歌
の
里
の
こ
と
、
作

歌
態
度
、
な
ど
な
ど
。
細
か
い

こ
と
は
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な

い
の
で
す
が
、
柔
ら
か
な
お
人

柄
が
春
の
温
も
り
で
よ
り
く
き

や
か
に
、
私
の
心
に
沁
み
つ
い

た
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

さ
よ
う
な
ら�

�

み
よ
子
さ
ん

　

み
よ
子
さ
ん
が
伝
え
て
く
だ

さ
っ
た
思
い
。
私
は
ど
れ
だ
け
、

の
ち
の
方
々
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
…
。

　

み
よ
子
さ
ん
の
温
か
さ
を
心

に
持
ち
な
が
ら
、
歩
き
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
よ
子
さ
ん
は
今
も
、
私
の

心
の
中
に
い
ま
す
。

真
紅
と
は
こ
の
色
な
ら
む

縷る

紅こ
う

草さ
う

の
小
さ
き
が
幾
つ
も

い
く
つ
も
咲
き
ぬ

�

（
２
０
１
３
・
９
）

ま
つ
白
な
花
び
ら
千
重
万
重

に
も
重
ね
て
大
き
な
牡
丹
が

咲
き
ぬ�

（
２
０
１
４
・
６
）

わ
が
庭
に
は
や
五
十
年

春
蘭
の
淡
き
黄
み
ど
り

ひ
そ
や
か
に
咲
く

�

（
２
０
１
８
・
４
）

藍
色
と
濃
き
紫
の
朝
顔
が

長
月
を
は
り
を
高
々
と
澄
む

�

（
２
０
１
９
・
10
）

福
寿
草
・
水
仙
・
ク
ロ
ツ
カ

ス
黄
に
光
り
わ
が
家
の
庭
に

も
春
が
来
ま
し
た

�

（
２
０
２
２
・
４
）

み
よ
子
さ
ん
の
作
品
集
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ふ
る
さ
と
探
訪

第
74
号

広
丘
村
に
で
き
た
商
店
と
広
丘
小
学
校

　
写
真
は
祖
父
の
書
い
た
『
雑
記
帳
』
に
書

か
れ
て
い
る
「
大
正
六
年
度
分
支
拂
」
の
記

録
で
す
。
太
田
屋
、
大
和
屋
、
明
治
（
亭
）

は
野
村
に
あ
っ
た
店
の
名
前
で
す
。
矢
島
屋

原
新
田
と
書
い
て
い
ま
す
。
魚
屋
が
2
か
所

に
登
場
し
ま
す
。
蔦
茂
商
店
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
8
月
の
お
盆
と
暮
れ
の
12
月
31
日
に
そ

の
年
の
大
部
分
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
蔦
茂
商
店
は
大
正
3
年
、
矢
島
屋
商
店
は

5
年
に
原
新
田
追
分
の
北
、
善
光
寺
街
道
沿

い
に
並
ん
で
店
を
開
き
ま
し
た
。
祖
父
に

と
っ
て
二
つ
の
店
が
並
ぶ
原
新
田
で
の
買
い

物
は
初
め
て
の
体
験
で
、
き
っ
と
便
利
さ
を

感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
校
の
物
置
に
あ
る
学
校
資
料
を
整
理

す
る
中
で
昭
和
10

年
か
ら
14
年
ま
で

行
わ
れ
た
「
栄
養

給
食
」
の
記
録
が

ま
と
ま
っ
て
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

10
年
か
ら
冬
期
間

実
施
の
「
味
噌
汁

給
食
」
の
記
録
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

弁
当
持
参
の
時
代

で
し
た
が
、
持
参

で
き
な
い
児
童
や

虚
弱
児
、
貧
困
家
庭
児
へ
の
対
策
と
し
て
、

「
栄
養
給
食
」
が
冬
期
間
限
定
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
栄
養
給
食
」
は
「
身
体
検
査
票
で
栄
養

概
評
共
に
丙
な
る
児
童
」「
貧
困
欠
食
が
ち

な
る
児
童
」
に
対
し
て
牛
乳
や
握
り
飯
を
、

12
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
30
日
間
給
与
す
る

も
の
で
、「
食
事
給
与
」
と
「
牛
乳
給
与
」

に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
は
砂
糖

味
噌
を
つ
け
た
握
り
飯
3
個
、
牛
乳
は
4
年

生
以
下
一
人
一
日
五
勺
、
5
・
6
年
生
に
は

一
合
宛
て
配
ら
れ
ま
し
た
。「
味
噌
汁
給
食
」

は
1
月
20
日
か
ら
2
月
半
ば
ま
で
の
20
日
間

全
校
児
童
が
対
象
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業

は
広
丘
村
及
び
長
野
県
か
ら
の
補
助
金
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
年
度
の
「
食
事
給
与
」
の
対
象
児
童
は

6
人
の
日
も
あ
り
ま
す
が
、
一
日
5
人
と
い

う
日
が
22
日
を
数
え
て
い
ま
す
。「
牛
乳
給

与
」
は
26
人
の
日
が
5
日
間
、
27
人
の
日
が

24
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
6
人
の
日
は
米
5

合
、
味
噌
10
匁
、
5
人
の
日
は
米
4
合
、
味

噌
8
匁
の
消
費
量
で
し
た
が
、途
中
か
ら「
切

餅
2
切
れ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
餅
は
丸

山
先
生
に
お
願
い
し
て
搗（
つ
）い
て
貰
う
」

と
い
う
記
述
や
味
噌
は
「
小
使
い
か
ら
50
匁

買
入
れ
る
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
米
や
味

噌
を
調
達
す
る
の
に
苦
労
し
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
味
噌
汁
給
食
は
大
寒
か
ら
2
月
半
ば
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。
大
根（
2
～
3
貫
５
０
０
）、

わ
か
め
（
20
銭
）、
豆
腐
（
15
か
ら
20
丁
）、

白
菜
（
2
貫
目
）、
油
揚
げ
（
15
～
20
枚
）、

芋
が
ら
（
2
把
）、
馬
鈴
薯
（
3
～
4
貫
目
）、

さ
つ
ま
芋
（
三
貫
目
）
が
具
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
味
噌
は
3
貫
６
０
０
目
が
1
回

の
量
で
し
た
が
、
薄
味
と
い
う
こ
と
で
4
貫

目
に
増
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
11
年
度
に
は

鮭
か
ん
や
凍
り
豆
腐
も
加
わ
り
「
児
童
大
喜

び
な
り
き
」「
喜
び
て
食
す
」
な
ど
の
記
述

も
見
ら
れ
ま
す
。

　
11
年
度
は
笹
賀
小
俣
の
豆
腐
屋
武
居
へ
9

円
69
銭
、
原
新
田
の
林
林
作
へ
大
根
6
貫
匁

分
3
円
、
松
本
中
町
の
斎
藤
へ
10
円
14
銭
、

蔦
茂
商
店
へ
3
円
16
銭
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

�

（
太
田
秀
保
）

日
誌
に
は
さ
ま
っ
て
い
た
蔦
茂
商
店
か
ら
の
領
収
証
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広
丘
公
民
館
報

が
ひ
と
つ
の
節
目

１
７
０
号
を
迎
え
ま

し
た
。
館
報
復
刊
時

の
公
民
館
役
員
及
び

区
長
の
皆
さ
ん
の
公
民
館
発
展
へ
の
強

い
願
い
と
期
待
を
今
一
度
思
い
返
し
、

心
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
広
丘
地
区
文
化
祭
音
楽

祭
を
は
じ
め
、
多
く
の
公
民
館
事
業
が

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
て
活

発
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
、
こ
の
館
報
や
公
民
館
だ

よ
り
等
を
見
て
い
た
だ
き
、
公
民
館
が

益
々
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
参
加
を
お
願
い

し
て
、
今
年
度
の
館
報
編
集
委
員
会
を

締
め
く
く
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
館
報
で
「
松
風
」
を
担
当
し

て
い
た
三
澤 

深
さ
ん
が
今
号
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
ま
す
。
長
き
に
わ
た
っ
て

の
ご
執
筆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
長　

本
木　

英
敏
）

編集
後記区 世帯数 男 女 計

原新田 1,925 1,989 1,963 3,952

堅　石 1,040 1,243 1,262 2,505

郷　原 698 743 713 1,456

野　村 2,848 2,909 2,671 5,580

計 6,511 6,884 6,609 13,493

塩尻市 29,423 32,448 32,370 64,818

世帯数と人口
（令和８年２月１日現在）

分館の活動は「４分館 Facebook」でもご覧いただけます（URL は表紙参照）

  原新田   バス遠足（広丘－沼津への旅）１月24日（土）
　沼津市・若山牧水記念館・千本松原へのバス旅行。
　天候にも恵まれ、富士山や美しい松林を見なが
らバスの中で学習
会を行い、お昼は
美味しい海鮮丼を
いただきました。
　ご参加の皆様、
ありがとうござい
ました。

  堅 石   ふれあいバス旅行ツアー 10月18日（日）

　国営アルプスあ
づみ野公園のコス
モス園散策と、ほ
りでーゆー四季の
郷で温泉入浴と豪
華な会席料理とビ
ン ゴ 大 会 を25名
で楽しみました。

  野 村   そば打ち教室 11月15日（土）

　NPO 法人信州そばアカ
デミー本部・道場で、そば
打ち教室を開催しました。
スタッフからの丁寧なサ
ポートを受け、「練り・延
ばし・たたみ・切り」の工
程を楽しく体験しました。

  郷 原   三九郎 １月12日（月・祝）

　雪よりも風が心配でしたが、10時半前になる
とまゆ玉片手に子どもや大人、大勢の人が集まり
ました。煙が目に
しみる中、まゆ玉
の 花 が 咲 き ま し
た。あれ、おもち
を 焼 い て い る と
思ったら芋を焼い
てる人がいた！
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